





























う人がいるなら、両者の間を隔てるものは何であろうか。約言するなら、それは「次の生活への備え」 であり、 今様の表現を用いれば、 「セカンドキャリアの形成」 行ったか否かということであ
｡ 
一年のうちに複数の種目を行うか、一年中ひとつの種目に専念するか、という違いはあ
れ、スポーツ選手 「競技そ もの に専念す ことを是とし、推奨するのは、日本 あっても欧米であっても変わら い。特に プロ選手の場合 傾向が強い。所属団体の関係者の目には、 「引退後の生活の設計図を描き、来 べきときに備える選手」 「所与の責務を全うしない選手」と映りがちだ。たとえば、球団経営者にとって、野球は娯楽でなく事業である。したがって、球団 成功は事業の成功であり、事業の失敗 球団の失敗
そのため、多く 場合、教育や他の活動 かけるべき時間を自らの技能を鍛錬するため



























































































































から、社会性や協調性がない」 「これまで世の中の注目を集める存在であることに馴れてしまったスポーツ選手には、地味な仕事は務 らない」といった否定的な見方をひとつひとつ丁寧に取り除かなければ、 「キャリア研修は受
けたけど」という状況になりかねないから
だ。真摯に研修を受けた選手たち 報われないとすれば、プログラム自体の意義を問われかねない。肝要なのは、関係者が枠組みを作るこ だけ 満足しない とであ 。
 
Ｊリーグキャリアサ トセンターでは、現役選手を対象としたプログラムを複数展開










組みに対する意識を向上させるとともに、引退後もコンピューター 使用方法や企業人しての礼儀などの研修 行うこと 予定している。
 
こうしたＪリーグの取り組みに比べると、プロ野球 の対応は決して積極的とはいえな
かった。この背景には 特 人気球団に在籍した選手は、球界を離れ もその知名度を活かして様々な分野 進出しやすい と う野球界独自の構造が横たわっていた。 しかし、プロ野球のほか、プロゴルフ 大相撲など十五 競技団体の協会で構 する日本プロスポーツ協会は、二〇〇六年四月 人材派遣大手のパソナグループ 提携し、二〇〇七年度から選手の引退後 キャリア形成支援を本格化 せることになっ 。
 
アマチュア球界との「垣根」が残るプロ球界にとって、選手が引退後に指導や解説の職
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（八）













景のひ つには、 二 〇四年に起きた近鉄バファ ーズとオリックス
･ブルーウェー




 プティパ、アルバート（田中ウルヴェ京、重野弘三郎訳） 、 『スポーツ選手のためのキャリアプランニング』 、大修館書店、二〇 五年、一二三頁）
 
（四）





) 」 、 『筑波大学体育科学系紀要』第
 三〇号、二〇〇七年、八五～九五頁。久保
正秋 「アスリ ト セカンドキャリ 問題と大学」 、 『現代スポ
- ツ評論』 第一四号、
二〇〇六年、四七～五七頁。吉田章、佐伯年詩雄、河野一郎ほか、 「トップアスリート 構築に関 る検討
( 第一報
) 」 、 『筑波大学体育科学系紀要』 、第
二九号、二 〇 年 八七～九五頁 田中ウルヴェ京、 「キャリアトランジション」 、『日本労働研究雑誌』第 巻第四号、二〇〇五年、六七～六九頁。
 
（三）
 内閣府編 『国民生活白書』平成一八年版、時事画報社、二〇〇六年 一〇六頁。
 
（二）
 アメリカ野球愛好会編、 『ダッグアウ 』 、第九巻第一号、四頁。
 
（一）
 黒田次郎 内田勇人、 岡本悌二ら、 「日本プロ野球のドラフト制度に関する研究 （１） 」 、『運動とスポーツの科学』第十巻第一号、二〇〇四年 二七～三六頁。
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